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寒さも一段と厳しさを増してまいりましたが、いかがお過ごし

でしょうか。 

昨年行われた東京五輪では、川井姉妹をはじめとする至学館大

学出身の選手が金メダルを獲得し、感動を与えてくれたことがま

だ記憶に新しいと思います。多くの金メダルを獲得もあり、 

２０２１年今年の漢字は「金」でした。今後の益々のご活躍を  

祈念いたします。 

一方、新型コロナウイルスの脅威はとどまるところを知らず、

変異して広がっています。終息に向かうためには一人ひとりの感

染拡大防止が重要です。マスク・消毒など、基本的なことに心掛

けて頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、１２月定例会の主な内容について報告をさせていた

だきます。 

１．議会報告 
○大府市１２月定例会報告

【会 期】令和３年１１月３０日（火）～１２月１７日（金）１８日間 

【議 案】◎報告：２件  ◎条例：８件  ◎補正予算：３件  ◎その他：３件 ◎意見書：２件 

◎指定管理者の指定：６件 

具体的議案内容 

【主な議案】（抜粋） 

条例関係 

◇大府市成年後見制度の利用の促進に関する条例の制定について⇒＜可決＞ 

背景  大府市では平成２９年に「大府市認知症に対する不安の

ないまちづくり推進条例」を制定しましたが、一人で暮ら

す認知症の方の財産を守るため、この条例と併せて運用す

ることによって更に認知症にやさしいまちを目指します。

また、この条例を制定することを機に、知多半島にある 

知多地域成年後見センターから独立した「大府市成年後見

センター」を設置します。 

◇大府市下水道条例の一部改正について⇒＜可決＞ 

背景  大府市の下水道は、平成元年に供用開始され、これまで

料金改定をしておらず、県内でも低い水準となっていまし

たが、下水道事業の経営や受益者負担の観点からも、料金

改定を検討しなければならない時期となっていました。激

変緩和のため、約２０％の値上げを２段階に分けて実施 

します。下記に具体的な例を示します。 

＜３人家族が２か月で５０㎥ 使用したと想定した場合＞ 

令和４年１０月１日（１段階目） ４，１８０円 →４，５６０円 

令和７年 ４月１日（２段階目） ４，５６０円 →５，１１０円 

 

発 行 三宅よしのり           
事務所 〒474-0061 

大府市共和町四丁目 

282 番地 

℡：0562-47-1450 

No.50  2022 年 1 月 み や け 佳   典 

だより 

大府市議会議員 三宅
みやけ

 佳
よし

典
のり

 



予算関係 

◇一般会計（第１２・１３号）及び後期高齢者事業特別会計補正予算⇒＜可決＞ 

・大府市一般会計補正予算額：76,745 千円  補正後予算規模：46,686,493 千円 

款 項  目 金額（千円） 

民生費 保育所整備事業（２園統合土地購入） 101,360 

消防費 
施設用備品の購入（オゾン発生消毒器） 748 

施設用備品（災害用エアテント） 1,320 

商工費 新型コロナウイルス感染症対策協力金等減額 139,100 

・後期高齢者医療事業特別会計補正予算額：5,940 千円 

意見書 

◇ヤングケアラーへの支援の充実を求める意見書⇒＜採択＞ 

◇インボイス制度導入後もシルバー人材センターの安定的な事業運営が可能となる特例措置の実施

を求める意見書⇒＜採択＞ 
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※ホームページもご覧下さい。 三宅よしのり 検索 

近年、ヤングケアラーと称される、本来大人が行なうはずの家事や介護を、１８歳未満の子

が重い責任や負担を背負うケースが実在しています。小学生から高校生までの一部の学年で実

態調査を行いましたが、更に幅広い年齢層での調査と、支援の充実を図るよう求める。 

シルバー人材センターの会員は、個人事業者であるが、年間売上１千万円以下であれば消費

税の納税義務が免除されている。しかし、インボイス制度が導入されると、センターの税負担

となるため、運営上の死活問題となる。高齢者の社会参加、健康維持に重きを置いた会員のや

る気、生きがいを低下させるため、特例措置を講ずるよう求める。 

私たち働く者の代表を応援しよう！ 

参議院議員 

はまぐち誠

はまぐち誠プロフィール 

1965 年 三重県松阪市生まれ 

1988 年 筑波大学第三群社会工学類卒業 

トヨタ自動車株式会社入社 

2008 年 自動車総連 事務局次長 

2015 年 自動車総連 特別執行委員 

2016 年 参議院議員初当選、全トヨタ労連顧問 

産業政策 労働政策 社会保障 
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